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連成解析によって，事前に装置の特徴を把握し，設計に対する改善検討および反映が可能となった．本稿では，連

成解析の効果とスッ ヂ 逐 閂ど 捨シを 対す∵CAE ) による連成解析シミュレーショ

ンである．

　従来，製造分野では装置開発における構造・機構設計と

制御設計は別々に行われていた．このため，制御指令と

機械の挙動，強度上や構造上の制約などについて相互の影

響を考慮した装置全体の特徴を事前に把握することが難し

く，試作回数の増加や実機調整の長期化などによってコス
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ど ）を扱うことにした．

　これは，近年シミュレーションをはじめとした CAE 技

術の進歩から，構成要素の相互作用に起因する問題を直接

扱うことができるようになり，連成解析の実現が可能と

なったことによる．

3.　制御設計手法の概要

　3. 1　概　　要

　従来の装置開発では，コンセプトに従った初期形状と

基本運転条件（ 最憎，最滝 叠 ㎈ ）Ŷ 棽颼

頑∵恒解昔設蛍ば制五解昔設蛍をれんと
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( 3 ) 調整期間の短縮化

制御設計においては，設計に用いたモデルどおり

に動くことが前提であり，実機とモデルとのかい離

が大きいほど現地調整に時間が掛かる．しかし，連

成解析では精度の高い機構解析モデルによる設計が

可能となるため，調整期間の短縮化が期待できる．

( 4 ) 全体最適化

連成解析によって評価量として構造設計上での変

位量だけではなく，全体システムとしての応力およ

び寿命も含めることができる．このため，例えば剛

性が小さく揺れる量は大きいが，残留振動や応力の

発生が抑えられるような機構・制御設計も可能とな

るなど，設計の幅が広がり，さらなる軽量化やコス

トダウンの可能性がある．

　4. 3　設計と評価の実施手順

　連成解析によって可能となる技術と効果を確認すること

に焦点を絞り，制御による振動抑制方法の検討と寿命予測

を実施した．

　評価においては，実際のスタッカクレーンの運転データ

を入手し，ベンチマークとして用いた（ 以下，ベンチマー

クデータと呼ぶ ）．第 




